
元木康介研究会 

 

*2025年11月21日最終更新（随時更新するので最新版を確認してください） 

-​ 全体説明会スライドを11/18に行ったZoom説明会スライドに更新しました 

➢​ 内容は以前のものとほとんど変わりません 

-​ 選考方法・提出方法について詳細を追加しました 

➢​ 独自ESの英語スコアは入学時のTOEIC IPテストでも可です 

➢​ 独自ESと指定論文レポートはそれぞれダウンロードして記入してください 

➢​ 独自ESと指定論文レポートはpdfにして送付してください 

 

基本情報 

●​ フィールド：商業学 

●​ 研究分野： 消費者心理学、感覚マーケティング、食品消費・食行動 

●​ 募集人数：10名程度（予定） 

●​ 担当教員：HPやResearchmapをご覧ください。私の研究内容・関心が理解できると思い

ます。今年度は東大経済で勤務しており、来年度から慶應商に移籍します。 

●​ 研究会パンフレット：ここから見れます。消費者心理学、感覚マーケティング、食品消費・

食行動についての簡単な説明やキーワードも載せています。 

●​ 全体説明会スライド：ここから見れます（11/18に行ったZoom説明会スライドに更新）。本

ページの内容がスライド形式で確認できます。 

 

研究会の進め方と日程 

●​ 研究会の進め方：ゼミ生の発表＋ディスカッションが基本構成になります。ゼミ時間外に

も相応の時間を要します（ゼミで扱う論文の読解、事前レポートの作成、発表準備、グ

ループ発表の打ち合わせ、グループ研究準備などなど）。そのため、ゼミ活動に優先的に

https://sites.google.com/view/kosukemotoki/
https://researchmap.jp/kmotoki
https://drive.google.com/file/d/1pQ_yOkBqlb-7QXza4P4r5EJWeOHk-6Hd/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1UKmETo5joN8arRF2rwzyqgP-t5hlkHNZ/view?usp=drive_link


時間を割り当てられることが前提となります。グループでの取り組みが多いため、他のゼ

ミ生と時間を調整しながら活動できることも重要です。 

●​ 本ゼミ（月4限・5限）：2026年度は月曜4限のみ。2027年度からは、4限（3年生）・5限（4

年生）の2コマ体制となり、両学年が相互に参加して学び合う形式を予定しています。 

●​ サブゼミ：本ゼミだけでは学習時間が不足するため、補助的な位置づけとしてサブゼミを

設けます。2026年度は3年生のみのため、月曜5限をサブゼミとし、本ゼミと時間的に連

続させて実質2コマで一体的に進めていく予定です。サブゼミの内容は、受講者の関心や

必要性に応じて柔軟に決定します。たとえば、英語実証論文を扱う前段階として日本語

の実証論文を読む、研究テーマに関連する専門書を輪読する、統計解析ソフトの使用方

法を学ぶ、といった活動を想定しています。 

 

研究会活動概要 

●​ 心理学研究方法論・心理データ分析 

消費者心理学の研究は、心理学の研究方法論と心理データ分析（心理統計解析）を基

礎として成り立っています。そこで、消費者心理学の研究を進める上で不可欠な、基礎的

な研究方法およびデータ分析のスキルを身につけます。進め方としては、発表担当者が

心理学研究方法論や心理データ分析に関するテキストの指定箇所をプレゼンテーション

し、消費者心理に関連するケースのディスカッションや、実データを用いた分析演習を行

います。研究方法論では、消費者心理学で広く用いられている実験法を中心に、研究デ

ザインの考え方や手順を学びます。 統計解析ソフトとしては、心理学研究に適した HAD

（心理データ分析の入門として扱いやすいソフト）や SPSS、あるいは R の使用を想定し

ています（担当教員はRを使用）。まずは全員で扱いやすいHAD（あるいはSPSS）から始

め、プログラミングが得意な人はRへ移行するという形を考えています。もちろん、最初か

ら全員でRに挑戦してみるという形でも構いません。このあたりは、1期生のみなさんと相

談しながら決めていきたいと思います。 



-​ 安藤清志・村田光二・沼崎誠 (編) (2018)『社会心理学研究入門 補訂新版』東京

大学出版会 

-​ 小宮あすか・布井雅人 (2018)『Excelで今すぐはじめる心理統計 第2版 簡単ツー

ルHADで基本を身につける (KS心理学専門書)』講談社 

        学部ゼミでは上記のレベルのテキストを扱いますが、やる気があったり、進路と 

        して研究者を志向する学生には以下の書籍もおすすめです。 

               -   Kardes, F. R., Herr, P. M., & Schwarz, N. (Eds.). (2019). Handbook of  

                       Research Methods in Consumer Psychology. Routledge.  

 

●​ 英語論文輪読 

消費者心理学、感覚マーケティング、食品消費／食行動に関する英語実証論文を輪読し

ます。担当グループが論文内容を整理し、プレゼンテーション資料を作成・発表します。

発表後は、論文の理論的背景・方法・結果・示唆などについてディスカッションを行いま

す。また、発表グループ以外のメンバーにも、論文内容についての事前レポート（論文の

要約・良い点・改善できる点・今後の方向性などをまとめたもの）を提出してもらいます。

翻訳ツールが発達しているため、英語論文を読むことのハードルはかつてほど高くありま

せん。となると、最先端の知識を得るためには英語論文を読んだ方がいいです。内容的

にも、英語論文の方がより興味深いテーマを扱っていることが多いです。対象となる英語

論文は、例えば以下のようなものです。実際に読む論文はみなさんの関心に応じて相談

して決めます。 

-​ Hampton & Hildebrand. (2025). Haptic Rewards: How Mobile Vibrations 

Shape Reward Response and Consumer Choice. Journal of Consumer 

Research. 

-​ Ketron et al. (2025). Color Saturation and Perceived Sensory Intensity: An 

Account of Psychological Proximity. Psychology & Marketing. 

https://www.amazon.co.jp/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%BF%83%E7%90%86%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%85%A5%E9%96%80-%E8%A3%9C%E8%A8%82%E6%96%B0%E7%89%88-%E5%AE%89%E8%97%A4-%E6%B8%85%E5%BF%97/dp/413012112X/ref=sr_1_14?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=1QIU459DORRI6&dib=eyJ2IjoiMSJ9.L_s8RU_XQqHB7dS6mFwzJXOeIS7MLkkfKgSPxenez81U42q7lo-gsuRmvyaDwZGiCeaWs5krwrJvDEDhqLJiEG0p9hJSyd49Rp8txl4D8xQs0AYxUtygOB1hMTMuVArEdgtJS9YvRPuSc5shjtjs3ip8HtZ0aFAc4p88xcwW6efFEtUoywW7LZBaXIz1TUaFxoClhQwotZaIQbxwGjPBLx2jwbX8PgVW6bdSuRGy2oo.tHW8psG2YWqgsAkqAMOQEQuWoa45rHst32HfFAl5YhM&dib_tag=se&keywords=%E5%BF%83%E7%90%86%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6&qid=1760154796&s=books&sprefix=%E5%BF%83%E7%90%86%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%2Cstripbooks%2C159&sr=1-14
https://www.amazon.co.jp/Excel%E3%81%A7%E4%BB%8A%E3%81%99%E3%81%90%E3%81%AF%E3%81%98%E3%82%81%E3%82%8B%E5%BF%83%E7%90%86%E7%B5%B1%E8%A8%88-%E7%AC%AC2%E7%89%88-%E7%B0%A1%E5%8D%98%E3%83%84%E3%83%BC%E3%83%ABHAD%E3%81%A7%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E3%82%92%E8%BA%AB%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%91%E3%82%8B-KS%E5%BF%83%E7%90%86%E5%AD%A6%E5%B0%82%E9%96%80%E6%9B%B8-%E3%81%82%E3%81%99%E3%81%8B/dp/4065371805/ref=pd_sim_d_sccl_3_3/356-0038265-5066640?pd_rd_w=Gsq46&content-id=amzn1.sym.d686209d-8edb-4501-90de-4e255f5b32cf&pf_rd_p=d686209d-8edb-4501-90de-4e255f5b32cf&pf_rd_r=5DGAB28V35TMQW8XGE41&pd_rd_wg=1mNEU&pd_rd_r=5997f72c-1453-4c84-a172-76c4e36ff24a&pd_rd_i=4065371805&psc=1
https://www.amazon.co.jp/Excel%E3%81%A7%E4%BB%8A%E3%81%99%E3%81%90%E3%81%AF%E3%81%98%E3%82%81%E3%82%8B%E5%BF%83%E7%90%86%E7%B5%B1%E8%A8%88-%E7%AC%AC2%E7%89%88-%E7%B0%A1%E5%8D%98%E3%83%84%E3%83%BC%E3%83%ABHAD%E3%81%A7%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E3%82%92%E8%BA%AB%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%91%E3%82%8B-KS%E5%BF%83%E7%90%86%E5%AD%A6%E5%B0%82%E9%96%80%E6%9B%B8-%E3%81%82%E3%81%99%E3%81%8B/dp/4065371805/ref=pd_sim_d_sccl_3_3/356-0038265-5066640?pd_rd_w=Gsq46&content-id=amzn1.sym.d686209d-8edb-4501-90de-4e255f5b32cf&pf_rd_p=d686209d-8edb-4501-90de-4e255f5b32cf&pf_rd_r=5DGAB28V35TMQW8XGE41&pd_rd_wg=1mNEU&pd_rd_r=5997f72c-1453-4c84-a172-76c4e36ff24a&pd_rd_i=4065371805&psc=1
https://www.amazon.co.jp/Handbook-Research-Methods-Consumer-Psychology/dp/0815352980/ref=sr_1_2?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=32G1EYV2QXDLC&dib=eyJ2IjoiMSJ9.Bahae_l9PLkOYTrHUt2K1KKARfM-gfqdhoibMC133Zx3JgMm311EV_am3OTKY7LCKENafiefcA-5pwzghfr12l8gtNlfNV5UXA8i1LcahoxiN52XIbJkzZOTPpqszfr0P8C84DX7RCurbajmXY_8c5l8keuwaKl28kxTnj6BdTojCaQRFkQNG4Ocuhv5pmvho6f6gY_kRabpcRZmzhxLrttFO7At1nx5efdPeTanoB4.OeSsZBiXOiG_rzlkMrx-Czk-f-J9IP8E5URjZVwUheU&dib_tag=se&keywords=handbook+consumer+psychology&qid=1760156482&s=books&sprefix=handbook+consumer+psychology%2Cstripbooks%2C150&sr=1-2-catcorr
https://www.amazon.co.jp/Handbook-Research-Methods-Consumer-Psychology/dp/0815352980/ref=sr_1_2?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=32G1EYV2QXDLC&dib=eyJ2IjoiMSJ9.Bahae_l9PLkOYTrHUt2K1KKARfM-gfqdhoibMC133Zx3JgMm311EV_am3OTKY7LCKENafiefcA-5pwzghfr12l8gtNlfNV5UXA8i1LcahoxiN52XIbJkzZOTPpqszfr0P8C84DX7RCurbajmXY_8c5l8keuwaKl28kxTnj6BdTojCaQRFkQNG4Ocuhv5pmvho6f6gY_kRabpcRZmzhxLrttFO7At1nx5efdPeTanoB4.OeSsZBiXOiG_rzlkMrx-Czk-f-J9IP8E5URjZVwUheU&dib_tag=se&keywords=handbook+consumer+psychology&qid=1760156482&s=books&sprefix=handbook+consumer+psychology%2Cstripbooks%2C150&sr=1-2-catcorr
https://academic.oup.com/jcr/advance-article/doi/10.1093/jcr/ucaf025/8120234
https://academic.oup.com/jcr/advance-article/doi/10.1093/jcr/ucaf025/8120234
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/mar.70021
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/mar.70021


-​ Califano & Spence. (2024). Assessing the visual appeal of real/AI-generated 

food images. Food Quality and Preference. 

-​ Weijers et al. (2024). Nudging towards sustainable dining: Exploring menu 

nudges to promote vegetarian meal choices in restaurants. Appetite. 

     

●​ 英語実証研究の日本版プロジェクト（グループ研究） 

グループごとに関心のある英語実証論文を選び、その研究で行われた手続きを参考にし

て、日本の文脈で実際に消費者心理学実験を行います。実験素材の作成（商品画像・広

告画像など）からデータ収集・分析・結果解釈までの一連の研究プロセスを体験します。

英語実証論文の多くは海外で実施されているため、日本の文化的背景や消費者特性を

踏まえて、研究手続きの調整や拡張も行います。これにより、単なる追試ではなく、自分

たちなりの問いを加えた発展的研究として実践することを目指します。また、近年の英語

実証研究ではデータが公開されているケースも多く、それらを用いた再分析にも取り組み

ます。 

 

●​ オリジナル研究プロジェクト（グループ研究） 

研究関心が近いメンバー同士でグループを組み、各自の関心に基づいてグループ研究

を行います。研究テーマは、消費者心理学・感覚マーケティング・食品消費／食行動に関

連するものであれば自由に設定できます。このプロジェクトでは、関連する先行研究を踏

まえたうえで、独自のリサーチクエスチョンを立て、自主的に研究を進めてもらいます。概

念モデルの作成や仮説の導出も自分たちで行い、その上でデータ収集・分析・結果の解

釈を行います。得られた成果は三田論として取りまとめます。 

 

●​ 学会発表・消費者心理インゼミ研究報告会 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S095032932400051X
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S095032932400051X
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195666324001776
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0195666324001776


グループ研究をただ行うだけではなく、研究成果発表の場として、学会発表・インゼミで

の合同研究報告会を行う予定です。まず、「英語実証研究の日本版プロジェクト」につい

ては、マーケティング学会（マーケティングカンファレンス; 10月）でのポスター発表を予定

しています。続いて、「オリジナル研究プロジェクト」については、消費者心理インゼミ研究

報告会での研究発表を計画しています。早稲田大学・学習院大学の消費者心理学を専

攻する研究会と合同で研究報告を行う予定です（12月）。また、認知心理学会（消費者行

動研究部会）のワークショップでも、インゼミのポスター合同研究報告会を企画中です（

12月）。このような学会発表や合同研究報告会を通して、他大学との交流を深めながら、

研究をわかりやすく伝えるプレゼンテーション力や、質問に的確に対応する論理的思考

力・応答力を養います。 

 

●​ 卒業論文 

4年次では、卒業研究として個人で研究活動に取り組みます。感覚マーケティングや食品

消費／食行動に関わるテーマだけでなく、消費者心理学研究であれば、関心のあるテー

マに自由かつ主体的に取り組むことができます。これまでに身につけた知識とスキルの

集大成として、厳密な論理構成と適切な研究手続きに基づいた卒業論文を作成してもら

います。卒業論文は日本語・英語いずれの言語でも執筆可能です。前職（宮城大学）お

よび現職（東大院）では、卒業論文や修士論文を基にした研究が査読付き英語論文とし

て複数発表されています（本ページ下部参照）。卒業研究としても、このレベルに到達す

ることは十分に可能です。 

 

●​ 冒頭ミニプレゼン（案） 

ゼミの冒頭に、消費者心理・感覚マーケティング・食に関する最近の話題・ニュースにつ

いて、ミニプレゼンをしてもらうのも面白そうかなと思っています。たとえば、担当ゼミ生は

自分が関心を持ったテーマ（「電気味覚による減塩サポート食器」、「大阪万博で培養肉

https://www.kirinholdings.com/jp/newsroom/release/2025/0909_01.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUF128PE0S5A910C2000000/


ミャクミャク」、「緩和ケア患者にガリガリ君で食の喜び」、「動画生成AI Sora2」など）を取

り上げ、内容を紹介したうえで、問題意識や見解を共有します。その後は全員でディス

カッションを行い、学問的な視点から考察を深めていきます。こうした時事的な話題を

キャッチアップしておくことは、社会のトレンドを知るきっかけにもなりますし、研究テーマ

の発想を得るうえでも重要です。実際、電気味覚による減塩サポート食器や培養肉のク

リエイティブデザインに関する研究は、私がメインあるいは共同研究者として現在進行中

のテーマでもあります。 

 

●​ 各種イベント 

各種イベント（合宿や現場見学とか）もやっていきたいです。例えば現場見学について

は、センサリー・フード系ならではのユニークなところがいいのではと思っています。思い

浮かぶところとしては、Tokyo food instituteに関連するイベント、分身ロボットカフェ、チー

ムラボプラネッツ、イノベーティブキッチン8go、没入型アート体験とかです。また、私の共

同研究者は最近「深谷テラス ヤサイな仲間たちファーム」に行ったそうで、ここにもとても

興味があります。こうした場所にみんなで一緒に行くのは面白そうだと思っています。み

なさん主導での企画は大歓迎ですので「こんな場所に行ってみたい」「こんな体験をして

みたい」といったアイデアがあれば、ぜひ提案してください。 

 

年間スケジュール（予定） 

3年次 

●​ 4月～5月頃：消費者心理学研究の基礎固め 

-​ 消費者心理学研究を進めるための基礎的な知識と考え方を身につける 

-​ 心理学研究方法論および心理データ分析（心理統計解析）の学習 

-​ 実証論文の輪読を通じて、理論・方法・結果・議論の構造を理解 

➢​ 最初は和文論文から始め、早い段階で英文論文に移行 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUF128PE0S5A910C2000000/
https://www.saitama-np.co.jp/articles/113567
https://news.yahoo.co.jp/articles/8921881952e93e0ee0552bd6bb717e9de43d50d7
https://tokyofoodinstitute.jp/
https://dawn2021.orylab.com/
https://teamlabplanets.dmm.com/
https://teamlabplanets.dmm.com/
https://8go8go8go.jp/
https://www.tokyoartbeat.com/articles/-/reve-des-lumiere-tokyo-2026-news-202510
https://www.kewpie.co.jp/farm/


●​ 6月〜７月頃：英語実証研究の日本版プロジェクト 

-​ 基礎で学んだ知識をもとに、英語実証論文の内容を理解・実践 

-​ グループごとに関心がある英語論文を選び、それをもとに研究実施 

-​ 実際に消費者心理学実験を体験し、研究プロセス全体を実践的に学ぶ 

-​ 最終的には秋の学会で研究報告 

●​ ７月〜11月頃：オリジナル研究プロジェクト 

-​ これまでに学んだ研究プロセスを軸にして、仲間と共に研究を創り上げる 

-​ グループごとに関心テーマを設定し、研究立案から論文執筆までを行う 

-​ 8〜9月：合宿（研究合宿）も実施予定 

●​ １０月〜1２月頃：研究成果発表 

-​ 10月：マーケティング学会で「英語実証研究の日本版プロジェクト」成果発表 

-​ 11月：三田祭で「オリジナル研究プロジェクト」成果発表、三田論執筆 

-​ 12月：認知心理学会（消費者行動研究部会）のワークショップでポスター合同研

究報告会 

-​ 12月：消費者心理インゼミ研究報告会で「オリジナル研究プロジェクト」成果発表 

*初年度なので変わってくる可能性があり、仮の予定になります。４年次は卒論です。 

選考方法 

・募集人数：10名程度を予定 

・評価方法：提出物および面接の総合評価 

1.​ 独自ES：リンク先からダウンロードして記入してください。英語スコアは入学時のTOEIC 

IPテストでも可です。 

2.​ 指定英語論文レポート：英語論文についてのレポートを提出してもらいます。 

・食・感覚・消費者心理に関するレビュー論文です。細部まで理解する必要はないです。

レポート内容は上記リンク内に記載していますので、ダウンロードして記入してください。 

3.​ 成績表：最新のもの（1年春〜2年春学期まで） 

https://docs.google.com/document/d/1tiENbmheBOdP96XbfbMnP9XqvxxIh5Q2/edit?usp=sharing&ouid=107922424922462387352&rtpof=true&sd=true
https://docs.google.com/document/d/1TiaKlg-L4ZzseqrZPIVMkOIPTi1JXGaN/edit?usp=drive_link&ouid=107922424922462387352&rtpof=true&sd=true


4.​ 面接：三田キャンパスで対面で実施 

・日時：12月6日（土） 

・内容：独自ESと指摘英語論文レポートの内容を中心に質問します 

・応募人数に応じて、面接前に書類選考の選抜および面接時間・形態を調整する場合が

あります。服装は普段着の私服で構いません。時間と教室については前々日の12月4日

（木）までにメールで連絡します。 

・提出方法：独自ES、成績表、指定論文についてのレポートをpdf化してメールで送付 

-​ 提出期限：2025年12月1日23時59分厳守（1次選考本登録日） 

-​ 送付先：motokiseminar.keio@gmail.com 

 

質問事項への回答 

・Q. 他の商業学フィールドのゼミと比較した特徴は？  

A. 本研究会の特徴は、消費者心理学、とりわけ五感や食に関するテーマを主な研究対象として

いる点です。流通、マーケティング戦略、マーケティング・サイエンスといった分野は、担当教員の

専門ではないため扱っていません。また、新設のゼミであることや、担当教員が商業学フィールド

の中で若いことも特徴の一つです。 

・Q. 必修授業は？  

A. 担当教員の「ミクロ・マーケティング各論（センサリー・マーケティング論）春学期月3」を履修し

てください。この講義で感覚マーケティングや食品消費/食行動について基本的な知識を身につ

けます。また推奨授業として、Rを使用したい学生は猪狩先生の「ミクロ・マーケティング各論

（マーケティング・リサーチ）春学期水3」を履修してください。統計ソフトRの使用法、Rを用いた

データ分析について学べると聞いています。 

・Q. 他学部生の受け入れは？  

A. もちろん可能です。 

・Q. 留学予定者の受け入れは？  

mailto:motokiseminar.keio@gmail.com


A. 認めています。時期の問題については、応募前に相談していただくとより確実かなと思いま

す。 

・Q. 英語で論文を書いてもいいですか？ 

A. もちろんOKです。むしろ日本語より英語での執筆を推奨します。 

・Q. どのような学生ににフィットするでしょうか？ 

A. アカデミックにやっていく予定なので、研究・学会発表・大学院進学等に関心がある方は大歓

迎です。あとは、消費者心理・感覚マーケティング・食品消費/食行動に関心がある方です。 

・Q. 英語が苦手なのですか大丈夫でしょうか？  

A. 例えばこれらの論文 (Krishna et al., 2024; Spence & Van Doorn, 2022) を読んでみてご自

身で判断してください。研究活動を進める上では、英語の実証論文を読むことがほぼ必須になり

ます。主要な文献の多くが英語で書かれているためです。前職・現職の学生も皆、英語論文を読

んで研究を行っていますし、最近では翻訳ツールも精度が高くなっているため、以前よりずっと取

り組みやすくなっています。英語で情報を得るという姿勢は、研究に限らず、今後のあらゆる場面

で役立つと思います。今のうちから少しずつ慣れておくことをおすすめします。 

・Q. オープンゼミはありますか？  

A. まだゼミが発足していないので、オープンゼミという形式では今年度の予定はありません。 

・Q. 体育会なのですがやっていけるでしょうか？  

A. 体育会のスケジュールや、ご自身のタイムマネジメント次第だと思います。 

ゼミは「時間内に出席していればOK」という形式ではなく、ゼミ外での研究活動や準備の時間も

必要になります。特にグループで進めることが多いため、他のメンバーと予定を合わせる柔軟さ

も求められます。こうした点を踏まえて、自分の生活リズムの中で続けられそうかどうかを判断し

てもらえればと思います。 

・Q. 数学やプログラミングができるかわかりませんが大丈夫でしょうか？ 

A. 数学というより統計的検定のアウトプットを解釈したりというような数理的思考を必要とします。

プログラミングの必要性は、用いる統計ソフトによります。担当教員はプログラミングを必要とす

https://myscp.onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1002/jcpy.1413
https://link.springer.com/article/10.1186/s41235-022-00391-9


るRという統計ソフトを使っていますが、GUIで操作可能な統計ソフト（例えばHADやSPSS）もあ

ります。 

・Q. 研究会に関心があるのですが、読んでおいた方がいい書籍はありますか？  

A. 以下の書籍は研究会の内容と関わっています。 

-​ 山田一成・池内裕美 (編) (2018)『消費者心理学』勁草書房 

-​ 永野光朗・秋山学 (編) (2025) 『新・消費者理解のための心理学〔第2版〕』福村書店 

-​ アラドナ・クリシュナ（2018）『感覚マーケティング -- 顧客の五感が買い物に影響を与え

る』有斐閣 

-​ チャールズ・スペンス（2018）『「おいしさ」の錯覚　最新科学でわかった、美味の真実』角

川書店 

-​ チャールズ・スペンス（2022）『センスハック：生産性をあげる究極の多感覚メソッド』 草思

社 

また、この動画（センサリーナッジ～感覚マーケティングで社会課題に挑む～）は感覚マーケティ

ングやフード系の消費者心理学研究について、わかりやすく紹介されており、オススメです。共同

研究者の朴先生の動画で、私との研究も出てきます。 

 

これまでの卒業論文・修士論文タイトル（一部） 

-​ 味覚拡張製品が消費者の摂⾷意向と⾷品期待に与える影響について 

-​ AI生成画像が消費者の観光地への訪問意欲に及ぼす影響 

-​ ホスピタリティ産業におけるバイオフィリックデザインが消費者評価に及ぼす影響: 単一

感覚刺激と多感覚刺激の比較 

-​ 健康/不健康な食品とブランド・パーソナリティの関係: ジェンダーブランド次元から 

-​ 消費環境における周縁化された消費者のプロトタイプ研究 

これまでの卒業論文・修士論文で英語論文化したもの 

https://www.amazon.co.jp/%E6%B6%88%E8%B2%BB%E8%80%85%E5%BF%83%E7%90%86%E5%AD%A6-%E5%B1%B1%E7%94%B0-%E4%B8%80%E6%88%90/dp/432625128X/ref=sr_1_1?adgrpid=59022284851&dib=eyJ2IjoiMSJ9.uKq526ttyEvpNm3-b-GUgyDHCJm0V1l_VC4pshLcBaM1HsC4FE1O3FtcsfVTv20ZMn8K5zUKAofZ9zQMfVIF_m9sm_gFu3e3nY3VSKhi-JGlmft1fmSFFFKpa4F-k5s239PW6Ju1TlHBnTI7s7lXhmwcAD44Bzvyq13DNo47bKizhpNYWm_zBH2WQKT8ph7hFhfYEf40ZDY5qiIqNQSvOD4VqkwSHqJNjLoR63i3PN85capkAniG748zHv8og6Kwrp11wVezZu25jRLAPYz0PzaSrhksAVR0S9Z5-3DN24U.Y2vlKX002viyUC_83jvHonfQebGrY8wp8AczS8Kf9mw&dib_tag=se&hvadid=770241337874&hvdev=c&hvexpln=0&hvlocphy=9197674&hvnetw=g&hvocijid=14216114526037601791--&hvqmt=e&hvrand=14216114526037601791&hvtargid=kwd-304518340986&hydadcr=18919_13684759&jp-ad-ap=0&keywords=%E6%B6%88%E8%B2%BB%E8%80%85%E5%BF%83%E7%90%86%E5%AD%A6&mcid=dd774f4cec3d3c6587310ffe83860baa&qid=1759757253&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/%E6%96%B0%E3%83%BB%E6%B6%88%E8%B2%BB%E8%80%85%E7%90%86%E8%A7%A3%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AE%E5%BF%83%E7%90%86%E5%AD%A6%E3%80%94%E7%AC%AC2%E7%89%88%E3%80%95-%E6%B0%B8%E9%87%8E-%E5%85%89%E6%9C%97/dp/4571250665/ref=pd_sbs_d_sccl_1_3/356-0038265-5066640?pd_rd_w=yaeXZ&content-id=amzn1.sym.c0889d40-54df-4be4-b1c5-43522a3d0a92&pf_rd_p=c0889d40-54df-4be4-b1c5-43522a3d0a92&pf_rd_r=QMBPSQFN6K9686G4D46F&pd_rd_wg=JIyzW&pd_rd_r=c92295f2-ba27-4137-8e99-1142f13d3d80&pd_rd_i=4571250665&psc=1
https://www.amazon.co.jp/%E6%84%9F%E8%A6%9A%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%B1%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0-%E9%A1%A7%E5%AE%A2%E3%81%AE%E4%BA%94%E6%84%9F%E3%81%8C%E8%B2%B7%E3%81%84%E7%89%A9%E3%81%AB%E5%BD%B1%E9%9F%BF%E3%82%92%E4%B8%8E%E3%81%88%E3%82%8B-%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%8A/dp/4641164797
https://www.amazon.co.jp/%E6%84%9F%E8%A6%9A%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%B1%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0-%E9%A1%A7%E5%AE%A2%E3%81%AE%E4%BA%94%E6%84%9F%E3%81%8C%E8%B2%B7%E3%81%84%E7%89%A9%E3%81%AB%E5%BD%B1%E9%9F%BF%E3%82%92%E4%B8%8E%E3%81%88%E3%82%8B-%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%8A/dp/4641164797
https://www.amazon.co.jp/%E3%80%8C%E3%81%8A%E3%81%84%E3%81%97%E3%81%95%E3%80%8D%E3%81%AE%E9%8C%AF%E8%A6%9A-%E6%9C%80%E6%96%B0%E7%A7%91%E5%AD%A6%E3%81%A7%E3%82%8F%E3%81%8B%E3%81%A3%E3%81%9F%E3%80%81%E7%BE%8E%E5%91%B3%E3%81%AE%E7%9C%9F%E5%AE%9F-%E8%A7%92%E5%B7%9D%E6%9B%B8%E5%BA%97%E5%8D%98%E8%A1%8C%E6%9C%AC-%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%BA%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%83%B3%E3%82%B9-ebook/dp/B079Z32F3P/ref=sr_1_1?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=1UOCDBW7W9012&dib=eyJ2IjoiMSJ9.4YfBqwTMUzT3FdBnlVKNgd-Fg49XsaFVSndcERyxe2Q.WN_XK71aZwtV7RJCKa0Em9SgF7GfHBEaIrlSROFypEI&dib_tag=se&keywords=%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%BA%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%83%B3%E3%82%B9&qid=1759758155&sprefix=%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%BA%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%82%93%E3%81%99%2Caps%2C183&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%8F%E3%83%83%E3%82%AF%EF%BC%9A%E7%94%9F%E7%94%A3%E6%80%A7%E3%82%92%E3%81%82%E3%81%92%E3%82%8B%E7%A9%B6%E6%A5%B5%E3%81%AE%E5%A4%9A%E6%84%9F%E8%A6%9A%E3%83%A1%E3%82%BD%E3%83%83%E3%83%89-%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%BA%E3%83%BB%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%83%B3%E3%82%B9-ebook/dp/B09XMT62MS/ref=sr_1_2?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=1UOCDBW7W9012&dib=eyJ2IjoiMSJ9.4YfBqwTMUzT3FdBnlVKNgd-Fg49XsaFVSndcERyxe2Q.WN_XK71aZwtV7RJCKa0Em9SgF7GfHBEaIrlSROFypEI&dib_tag=se&keywords=%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%BA%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%83%B3%E3%82%B9&qid=1759758155&sprefix=%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%BA%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%82%93%E3%81%99%2Caps%2C183&sr=8-2
https://www.youtube.com/watch?v=mN7BL1wRJ0Y


-​ [カフェ画像色彩と味わい期待/訪問意向] Motoki, K., Takahashi, A., & Spence, C. 

(2021). Tasting atmospherics: Taste associations with colour parameters of coffee 

shop interiors. Food Quality and Preference, 94, 104315. 

-​ [香りと触覚オノマトペの関連性] Uchida, M., Pathak, A., & Motoki, K. (2021). Smelling 

speech sounds: Association of odors with texture‐related ideophones. Journal of 

Sensory Studies, 36(5), e12691. 

-​ [ラグジュアリー/カジュアルレストランにおけるAIシェフ] Nozawa, C., Togawa, T., 

Velasco, C., & Motoki, K. (2022). Consumer responses to the use of artificial 

intelligence in luxury and non-luxury restaurants. Food Quality and Preference, 96, 

104436. 

-​ [音楽ジャンルと健康/不健康な食品選好] Motoki, K., Takahashi, N., Velasco, C., & 

Spence, C. (2022). Is classical music sweeter than jazz? Crossmodal influences of 

background music and taste/flavour on healthy and indulgent food preferences. Food 

Quality and Preference, 96, 104380. 

-​ [栄養サプリメントと色彩の関連性] Motoki, K., Yamada, A., & Spence, C. (2022). 

Color‐nutrient associations: Implications for product design of dietary supplements. 

Journal of Sensory Studies, 37(5), e12777. 

-​ [新奇食品の印象評価、特に背景音楽との関連] Motoki, K., Bunya, A., Park, J., & 

Velasco, C. (2024). Decoding the meaning of alternative proteins: Connotations and 

music-matching. Food Quality and Preference, 115, 105117. 

-​ [日本とアメリカにおいて食品レビューの感情が有用性に及ぼす影響] Ye, Y., & Motoki, 

K. (2024). Effects of emotions on the helpfulness of online reviews of healthy and 

unhealthy food in Japan and the United States. Journal of Consumer Behaviour, 

23(5), 2611-2623. 

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950329321001981?casa_token=LLplLGwvWvoAAAAA:Ec4i7EvtnmyV8y0dr8jhol3LE_4eql5nWDKqq4nCERqWhoMoBPFuVCCWvjFvY5dNrhOuy7k-XA
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950329321001981?casa_token=LLplLGwvWvoAAAAA:Ec4i7EvtnmyV8y0dr8jhol3LE_4eql5nWDKqq4nCERqWhoMoBPFuVCCWvjFvY5dNrhOuy7k-XA
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/joss.12691?casa_token=uP7jH7Werf8AAAAA%3Az2Alit9rDWIzHAxBHzmG26WuJCyWOHgHCqGMMLPyU5F65OQuCLI1FXWCvT-0qdE4oDCE-E0HLGmFhA
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/joss.12691?casa_token=uP7jH7Werf8AAAAA%3Az2Alit9rDWIzHAxBHzmG26WuJCyWOHgHCqGMMLPyU5F65OQuCLI1FXWCvT-0qdE4oDCE-E0HLGmFhA
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0950329321003189
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0950329321003189
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0950329321002627
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0950329321002627
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/joss.12777?casa_token=geC8DMQ4LAQAAAAA%3AYrxnbnxJgAtDb_OwxgDsDvJBvMlr26EyIi6VDkBldO7ELiXLcSxEshA2yxdyi87q8WPPZ6tba1V5dQ
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950329324000193?casa_token=Vn1bQQkZBU8AAAAA:cNXQg4_-oCgr_NEsobmMLy_gH79g090f7snIojZJEVvnXP8CRifKUUB-Wtzc-mN-_Jsg1ZXOng
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0950329324000193?casa_token=Vn1bQQkZBU8AAAAA:cNXQg4_-oCgr_NEsobmMLy_gH79g090f7snIojZJEVvnXP8CRifKUUB-Wtzc-mN-_Jsg1ZXOng
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1002/cb.2364?casa_token=F1vZMNkVOCQAAAAA%3AebWhF_RQKG0FiACn81VNzHAfOMvihDpQzWUaKReMnZ9n_K8_QimR1ZZWl0usVROlwF_-VS2bF1zNNw
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1002/cb.2364?casa_token=F1vZMNkVOCQAAAAA%3AebWhF_RQKG0FiACn81VNzHAfOMvihDpQzWUaKReMnZ9n_K8_QimR1ZZWl0usVROlwF_-VS2bF1zNNw


-​ [女性的なブランドパーソナリティと健康的な食品] Feng, H., & Motoki, K. (2024). 

“Feminine = Healthy Food” stereotype: Impact of feminine brand personality on 

consumer attitudes toward healthier food brands. Food Quality and Preference, 118, 

105204. 

-​ [ダイエッターの健康的訴求が伴う食品選好] Wang, Q., & Motoki, K. (2025). Craving 

health: how dietary restraint shapes preferences for food carrying health claims. 
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